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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
第
42
回
中
央

大
学
白
門
祭
が「
一
祭
合
祭
」を
テ
ー
マ
に
、

10
月
31
日
〜
11
月
３
日
の
４
日
間
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
熱
気
に
包
ま

れ
た
会
場
に
足
を
運
び
、
手
に
し
た
白
門

祭
実
行
委
員
会
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

目
に
と
ま
っ
た
の
が
「
エ
コ
」
だ
っ
た
。

エ
コ
容
器
で
簡
単
リ
サ
イ
ク
ル

　

「
今
年
度
か
ら
白
門
祭
で
は
エ
コ
容
器

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

白
実
委
は
、
白
門
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
４
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
、
エ
コ
に
配
慮
し

た
白
門
祭
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
今
年
特
に

力
を
入
れ
た
の
が
、
新
た
に
導
入
し
た
エ

コ
容
器
だ
。

　

エ
コ
容
器
は
、
使
い
終
わ
る
と
、
容
器

の
表
面
に
つ
い
て
い
る
透
明
の
フ
ィ
ル
ム

を
剥
が
す
だ
け
で
簡
単
に
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
剥
が
し
た
汚
れ
の
つ

い
た
フ
ィ
ル
ム
は
不
燃
ゴ
ミ
へ
、
容
器
自

体
は
原
料
と
し
て
再
生
さ
れ
、
再
び
同
じ

容
器
と
な
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
い
く
つ
も
設
置
さ
れ

た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
エ
コ
容
器

専
用
の
回
収
箱
が
設
置
さ
れ
、
実
行
委
員

が
捨
て
方
を
指
導
す
る
。

昨
年
は
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

　

エ
コ
容
器
は
白
門
祭
に
定
着
し
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。
興
味
を
も
っ
た
記
者
は
、

エ
コ
容
器
に
つ
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
取

材
し
て
ま
わ
っ
た
。

　

ま
ず
中
央
ス
テ
ー
ジ
横
に
設
け
ら
れ
た

白
門
祭
実
行
委
員
会
本
部
を
訪
ね
、
実
行

委
員
の
足
立
慧
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
４

年
）
に
エ
コ
容
器
を
導
入
す
る
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
を
聞
い
た
。

　

エ
コ
容
器
を
使
い
始
め
た
の
は
今
年
か

ら
だ
が
、
企
画
案
は
去
年
の
準
備
段
階
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
。「
実

行
委
員
を
毎
年
や
っ
て
い

る
と
よ
く
、
ゴ
ミ
、
特
に

不
燃
ゴ
ミ
が
多
い
な
と
感

じ
ま
す
」
と
足
立
さ
ん
。

不
燃
ゴ
ミ
と
な
る
容
器
な

ど
は
、
形
も
素
材
も
バ
ラ

バ
ラ
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。「
こ

れ
を
な
ん
と
か
で
き
な
い

か
」
と
考
え
、
エ
コ
容
器

を
扱
う
業
者
を
探
し
、
導

入
を
決
め
た
。　

　

白
門
祭
が
『
環
境
』
に

大
き
く
目
を
向
け
始
め
た

の
は
、
昨
年
か
ら
だ
。
ゴ

ミ
の
分
別
を
徹
底
す
る
た

め
昨
年
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
け
た
。

ま
だ
少
な
い
エ
コ
容
器
使
用
団
体

　

「
そ
れ
で
も
、
他
大
学
の
学
園
祭
と
比

べ
る
と
、
中
大
は
エ
コ
対
策
に
取
り
組
む

の
が
と
て
も
遅
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、
足

立
さ
ん
は
少
し
残
念
そ
う
に
話
す
。
他
大

学
の
中
に
は
、
す
で
に
エ
コ
容
器
を
１
０

ゴミステーションでの分別

「
環
境
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る

                           

実
行
委
員
会
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コ
容
器 

導
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で
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﹄
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０
％
導
入
し
て
い
る
大
学
も
あ
り
、
見
習

う
点
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。

　

今
年
の
白
門
祭
で
エ
コ
容
器
を
使
っ
て

い
る
団
体
は
、
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ

う
か
。「
恥
ず
か
し
な
が
ら
…
約
２
０
０

団
体
中
ま
だ
27
団
体
し
か
な
い
ん
で
す
」

と
足
立
さ
ん
。
新
し
く
導
入
さ
れ
た
エ
コ

容
器
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題

も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
だ
。

コ
ス
ト
高
が
課
題
の
ひ
と
つ

　

大
き
な
課
題
が
３
点
浮
か
ん
で
き
て
い

る
。
１
点
目
は
、
他
の
容
器
に
比
べ
て
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
だ
。
普
通
の
透
明
の

容
器
だ
と
１
枚
１
〜
２
円
で
買
え
る
の
に

対
し
、
エ
コ
容
器
は
１
枚
６
円
か
か
っ
て

し
ま
う
。
少
し
で
も
経
費
を
抑
え
た
い
学

生
た
ち
は
、
な
か
な
か
エ
コ
容
器
を
使
わ

な
い
の
が
現
状
だ
。

　

白
実
委
で
は
、
来
年
か
ら
は
エ
コ
容
器

の
使
用
を
強
制
に
す
る
、
あ
る
い
は
実
行

委
員
会
が
大
量
に
仕
入
れ
て
安
く
提
供
す

る
な
ど
、
新
た
な
案
も
検
討
し
て
い
く
と

い
う
。

い
か
に
認
知
度
を
高
め
る
か

　

２
点
目
は
、
エ
コ
容
器
に
関

す
る
学
生
や
来
場
者
の
認
知
度

が
低
い
こ
と
。
エ
コ
容
器
を
知

ら
ず
に
他
の
容
器
を
買
っ
て
い

る
団
体
が
あ
る
こ
と
や
、
エ
コ

容
器
を
使
っ
て
い
る
の
に
正
し

く
分
別
で
き
て
い
な
い
人
が
多

い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

「
エ
コ
容
器
を
使
っ
て
い
る

出
店
の
前
に
札
を
付
け
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
し
て
エ

コ
容
器
に
つ
い
て
広
め
よ
う
と

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な

い
よ
う
で
す
」。人
々
が
エ
コ
容
器
を
も
っ

と
知
っ
て
、
使
う
こ
と
で
、
や
が
て
は
大

き
な
環
境
対
策
へ
と
つ
な
が
る
は
ず
だ
と

実
行
委
員
会
は
期
待
す
る
。

不
燃
ゴ
ミ
に
捨
て
、
低
い
回
収
率

　

３
点
目
は
、
認
知
度
不
足
か
ら
く
る
、

エ
コ
容
器
の
回
収
率
の
低
さ
だ
。「
せ
っ

か
く
エ
コ
容
器
な
の
に
、
知
ら
ず
に
全
部

不
燃
ゴ
ミ
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
」と
い
う
。ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
実
行
委
員
が
常
時
待
機
し
、
エ
コ

容
器
の
捨
て
方
や
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
仕
方

を
指
導
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
不
燃
ゴ

ミ
に
混
ざ
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
回

収
率
が
上
が
ら
な
け

れ
ば
、
エ
コ
容
器
を

導
入
し
た
意
味
が
薄

れ
て
し
ま
う
。

　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
分
別
の
指
導
を

し
て
い
た
、
実
行
委

員
の
小
林
祐
輔
さ
ん

（
経
済
学
部
２
年
）

に
話
を
聞
く
と
、
エ
コ
容
器
の
認
知
度
は

確
か
に
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
捨
て
方
を
説
明

す
る
と
「
す
ご
い
で
す
ね
！
」、「
フ
ィ
ル

ム
を
剥
が
す
の
が
楽
し
い
！
」
な
ど
と
良

い
反
応
が
返
っ
て
く
る
そ
う
だ
。

　

実
行
委
員
が
エ
コ
容
器
を
分
別
す
る
の

で
は
な
く
、「
実
際
に
捨
て
る
人
に
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
エ
コ
容
器
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
小
林
さ
ん
は
、

楽
し
そ
う
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
。

「
コ
ス
ト
か
か
っ
て
も
環
境
の
た
め
」

　

他
方
、
エ
コ
容
器
を
使
っ
て
い
る
団
体

は
、
ど
う
い
う
思
い
で
使
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

出店に貼られたエコ容器使用のチラシ

エコ容器を使って販売
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記
者
が
所
属
す
る
団
体
は
エ
コ
容
器
を

使
っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
販
売
し
た

が
、
事
前
に
エ
コ
容
器
を
使
う
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
話
し

合
っ
た
。

　

「
コ
ス
ト
は
か
か
っ
て
も
環
境
の
た
め

な
ら
」
と
肯
定
的
に
捉
え
る
メ
ン
バ
ー
が

多
数
い
た
こ
と
が
エ
コ
容
器
を
使
う
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

ま
た
水
餃
子
の
出
店
を
出
し

て
い
た
塚
田
大
祐
さ
ん
（
文
学

部
４
年
）
は
、
昨
年
、
実
行
委

員
会
が
エ
コ
容
器
を
推
奨
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、「
今

年
か
ら
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
使
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
た

の
だ
そ
う
だ
。
他
の
容
器
よ
り

も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う

が
、
と
記
者
が
尋
ね
る
と
、「
普

段
か
ら
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
ち
歩

く
な
ど
、
環
境
に
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。
エ
コ
対
策
の
た
め
な

ら
少
し
の
コ
ス
ト
は
気
に
な
り

ま
せ
ん
」
と
、
サ
ラ
リ
と
答
え

て
く
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
中

大
生
が
増
え
る
と
、
エ
コ
容
器
も
、
白
門

祭
の
エ
コ
対
策
全
体
も
さ
ら
に
進
ん
だ
も

の
に
な
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

エ
コ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
関
心
引
く

　

一
方
、
実
行
委
員
会
は
今
年
、
環
境
問

題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、「
エ
コ
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た
白
門
祭
が
ど
ん

ど
ん
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

記
者
は
「
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
の
は
当
た

り
前
」
と
話
す
実
行
委
員
の
足
立
さ
ん
の

言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
一
人
一

人
の
意
識
が
変
わ
り
、
１
つ
問
題
が
解
決

す
れ
ば
、
白
門
祭
の
ゴ
ミ
問
題
も
大
き
く

改
善
す
る
。
勢
い
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。

「
３
、
４
年
後
に
は
、
エ
コ
容
器
を
使
う

団
体
が
過
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
目

標
で
す
」
と
足
立
さ
ん
は
前
を
見
据
え
た
。

（
学
生
記
者　

石
川
可
南
子
＝
法
学
部
１

年
）

初めて行われた eco クイズラリー

　

理
工
白
門
祭
は
、
11
月
１
日
か
ら
3
日

ま
で
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

期
間
中
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
見
学

者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
大
企

画
と
し
て
催
さ
れ
た
の
が
、「
研
究
室
公

開
コ
ン
テ
ス
ト
」。
９
学
科
60
研
究
室
が

見
学
者
に
対
す
る
説
明
の
分
か
り
易
さ
な

ど
を
競
い
合
っ
た
結
果
、「
応
用
化
学
科
・

分
光
化
学
シ
ス
テ
ム
研
究
室
」
が
理
工
学

部
長
賞
に
輝
い
た
。

９
学
科
60
研
究
室
が
参
加

　

「
研
究
室
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
研

究
室
を
活
性
化
す
る
目
的
で
、
一
昨
年
の

理
工
白
門
祭
第
40
回
記
念
特
別
企
画
と
し

て
実
施
し
た
の
が
大
変
好
評
だ
っ
た
た
め
、

今
回
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
。

　

見
学
者
に
対
し
て
親
切
で
あ
っ
た
か
、

説
明
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
か
、
な
ど
の

観
点
か
ら
研
究
室
の
充
実
度
、
印
象
度
及

第42回
理工白門祭

研
究
室
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
で

　
　
　
見
学
者
の
評
価
競
う

理
工
学
部
長
賞
に

「
応
用
化
学
・

分
光
化
学
シ
ス
テ
ム
研
究
室
」
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び
熱
心
度
に
つ
い
て
、
一
般
の
来
場
者
や

学
生
、
表
彰
委
員
会
（
理
工
学
部
長
、
理

工
学
部
教
員
な
ど
）
が
評
価
し
、
特
に
熱

心
な
紹
介
を
行
っ
た
複
数
の
研
究
室
を
顕

彰
す
る
の
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
回

は
全
９
学
科
の
60
研
究
室
が
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
、
研
究
室
を
公
開
し
た
。

親
切
さ
、
分
か
り
易
さ
が
決
め
て

　

当
日
は
理
工
学
部
の
学
生
に
加
え
、
高

校
生
の
グ
ル
ー
プ
や
親
子
連
れ
な
ど
が
白

門
祭
の
見
学
に
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
た
。
各
研
究
室
で
は
ボ
ー
ド
に
写
真
や

数
式
な
ど
の
研
究
内
容
が
貼
り
出
さ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
大
学
院
生

な
ど
が
見
学
者
に
親
切
に

説
明
。

　

ま
た
、
実
際
に
実
験
装

置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
て
現
象
を
見
せ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

て
分
か
り
易
い
説
明
に
努

め
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
見

学
者
が
訪
れ
た
研
究
室
の

中
か
ら
上
位
３
つ
を
選
び
、

投
票
用
紙
に
記
入
し
投
票

し
た
。

８
研
究
室
が
優
秀
賞
に

　

最
終
日
の
３
日
に
後
楽

園
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
、
各
研
究
室
の
代
表
者
が
一

堂
に
集
ま
る
な
か
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

見
学
者
の
評
価
が
高
か
っ
た
の
は
、
▽

物
理
学
科
・
フ
ラ
ク
タ
ル
研
究
室
▽
土
木

工
学
科
・
國
生
研
究
室
▽
精
密
機
械
工
学

科
・
知
的
計
測
シ
ス
テ
ム
研
究
室
▽
バ
イ

オ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
室
▽
電
気
電
子

情
報
通
信
工
学
科
・
二
本
研
究
室
▽
応
用

化
学
科
・
分
光
化
学
シ
ス
テ
ム
研
究
室
▽

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
加
藤
研
究
室
▽

情
報
工
学
科
・
鈴
木
研
究
室―

の
８
つ
の

研
究
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
表
彰
さ
れ

た
。

　

各
研
究
室
に
は
、
表
彰
委
員
会
委
員
長

の
田
口
東
理
工
学
部
長
か
ら
賞
状
と
と
も

に
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た
。

レ
ー
ザ
ー
分
光
研
究
が
理
工
学
部
長
賞

　

さ
ら
に
優
秀
賞
の
な
か
か
ら
理
工
学
部

長
賞
に
応
用
化
学
科
・
分
光
化
学
シ
ス
テ

ム
研
究
室
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
研
究
室
で
は
、「
他
の
手
法
で
は
、

で
き
な
か
っ
た
計
測
を
お
こ
な
う
」
こ
と

を
目
標
に
、
レ
ー
ザ
ー
分
光
を
中
心
に
研

究
を
行
っ
た
。
レ
ー
ザ
ー
分
光
と
は
、
光

源
に
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
、
対
象
物
の
定

性
・
定
量
や
物
性
を
調
べ
る
手
法
だ
。

　

化
学
反
応
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
測
定
す

る
時
間
分
解
分
光
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
内
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
・

ナ
ノ
サ
イ
ズ
内
で
の
分
光
法
、
近

接
場
分
光
を
使
っ
た
分
光
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

　

副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
の
総
額
は

30
万
円
で
、
表
彰
式
で
は
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
研
究
室
が
紹
介
さ
れ

る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理
工

学
部
３
年
）

研究室公開コンテストの表彰式

理工白門祭では中大高の・吹奏楽演奏も
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多摩キャンパス

10/31～11/3

後楽園キャンパス

11/1～11/3

第42回白門祭

一祭合祭



52


	Hakumon_Eco.pdf
	Hakumon_gravure.pdf

